
 

平成２５年第１１回笠間市教育委員会定例会会議録 

 

 

１．招集日時        平成２５年１１月２５日（月） 午後２時００分開議 

 

２．招集場所      笠間市教育委員会庁舎 会議室 

 

３．会議録署名人    教育委員  小野瀬 彰 

 

４．出 席 者      教育委員  ５名 

            事務局  １１名 

 

５．傍 聴 人       なし 

 

６．提出された議題（議事）  以下のとおり 

 

７．会議の大要 

 （１）開会 

    平澤委員長   午後２時００分開会を宣す。 

 

 （２）議事録署名人の指名 

    平澤委員長   小野瀬委員を指名する。 

 

 （３）教育長の報告 

飯島教育長   別紙により教育長事務報告をする。 

平澤委員長   教育長の事務報告が終わりました。委員の意見を求めます。 

各委員     （特になしの声） 

平澤委員長   それでは，教育長の報告については，以上のとおりとします。 

 

 （４）議事 

    平澤委員長   続きまして，議事に入ります。なお，本日の付議案件は４件ござい

ますが，報告第１７号は特定の個人が識別される案件であるため，地

方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項の規定に基

づき，審議を非公開としたいと思いますがいかがでしょうか。 

    各委員     （異議なしの声） 

    平澤委員長   それでは，異議なしと認め，報告第１７号の案件を非公開といたし

ます。 

 

【報告第１７号】（非公開） 
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平澤委員長   それでは，非公開の案件が終了しましたので会議の非公開を解除い

たします。 

平澤委員長   議案第３５号 笠間市英語指導助手就業規則についてを上程し，事

務局より説明を求めます。 

事務局     原案に基づいて説明をする。 

平澤委員長   これより質疑に入りますが，何かご質問等はございますか。 

柴山委員    英語指導助手の先生が休むときがあると思いますが，その休んだ時

間はもう１回どこかで授業の振替をするんですか。 

事務局     本来の授業は先生が行っており，あくまでも英語指導助手というこ

とですから，そのまま指導助手の補充はせずに授業をしています。 

柴山委員    そうすると休んだときの給料は引かないのですか。 

事務局     休んだ場合には，有給休暇が年間１０日間与えられていますので，

原則として有給休暇で対応しています。 

小野瀬委員   規則の第２１条の第７号ですけれど，英語指導助手として十分な能

力を備えていないと認められるときというのは，確かこれまではこう

いう決まりはなかったですよね。 

飯島教育長   今までは法的にどうこうというわけではないですが，指導助手とし

て向いていないようなことがあったときには，変更することができる

というふうにしてきています。 

事務局     今回その内容について詳しく明記したということですね。これまで

も学校から勤務評価ではないですけれども，英語指導助手についてそ

れぞれ評価をしてもらっていますから，その評価が低ければ当然１年

契約ですので，そのときに切りかえることは可能でした。ただ，年度

途中であってもあまりにも成績が悪い場合にこれまでは解雇にでき

るような記載がなかったのですが，今回はこういった一言を入れるこ

とによって，年度途中であってもこういった条件に当てはまれば，辞

めていただくということも可能になったということです。 

平澤委員長   それでは，採決に入りますが，原案のとおり可決することに異議ご

ざいませんでしょうか。 

各委員     （異議なしの声） 

平澤委員長   異議なしと認め，議案第３５号 笠間市英語指導助手就業規則につ

いては，原案のとおり可決いたします。 

平澤委員長   議案第３６号 平成２５年度笠間市教育委員会外部評価報告書につ

いてを上程し，事務局より説明を求めます。 

事務局     原案に基づいて説明をする。 

平澤委員長   これより質疑に入りますが，何かご質問等はございますか。 

柴山委員    この生涯学習課の事業の中で，ひたちなか市との交流事業というの

は主にどんなことをしているのですか。 

事務局     ひたちなか市との交流につきましては，こちらからひたちなか市に

行った場合に海上保安庁に行きまして，仕事の色々な説明や救命の仕
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方の説明を受けています。それから大洗港に置いてあります巡視艇に

乗船もさせていただいております。以前は沿岸を走っていたのですが，

ここ２年間風が強かったり，あとはちょっと緊迫した状態があったも

のですから船に乗せていただいて，艦内を見学するだけにするなどそ

のようなことを実施しております。 

        逆に，ひたちなか市の子どもたちは，笠間市に来て笠間焼の陶芸体

験とか林業体験やそういうことをして，お互いに無い職業についても

体験するという活動をしています。 

柴山委員    そうすると，これは５・６年生が一気に行くんですか。 

事務局     夏休み期間中にバス１台で行ける人数になりますから，大体４０名

程度を募集いたします。 

柴山委員    募集になるのですね。 

事務局     そうですね。全員ではありません。 

小野瀬委員   だから参加者負担になる部分があるのですか。 

事務局     参加者は安全会費と言いますか，保険代だけを負担していただく形

になっており，特に船などに乗る場合には２００円ぐらいという感じ

になりますけれども，そのような形で負担していただいております。 

小野瀬委員   全員ではなく希望者が行くわけですか。 

事務局     希望者はやっぱり４０名を超えてしまいますので，抽選になったり

もするのですけれども，向こうの巡視艇に乗る班体制も４班くらいで

見るというのが一番見やすいということもありますので，それで４０

名ということにしてはいるのですが，外部評価委員会の方からは希望

者がいるということであれば，もっと増やしたらいいのではないのか

という意見も中にはありました。 

        あと一つの職業だけにこだわることなくという意見もありました。

職業の選択につきましては，何とも言えないところでありますけれど

も，少しずつ増やしながら他にも職業があるのであれば，何もひたち

なか市にこだわることはないので，色んな笠間にない職業で考えたい

と思います。 

井上委員    ひたちなか市で何を体験してくるかは，向こうが全部設定してくれ

るんですか。 

事務局     海上保安庁につきましては，一応向こうでのカリキュラムができて

いますので，それに基づいて説明をしていただき，船に乗ってもらう

などやっていただいています。最初にひたちなか市との話し合いの中

でお互いの市にない職業を体験するような交流をしていこうという

話から始まった事業ですので，基本的には向こうにお願いしています。 

井上委員    私も笠間市内のことを全部は分かりませんが，林業ってどういった

ものをやっているんですか。 

事務局     例えば，枝打ちとか杉の下打ちとかですね。間伐とか下草刈りとか

そういったものを経験したことがあるというのは何年か前にやって
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います。 

平澤委員長   スポーツ奨励費事業について聞きたいのですけれど，これは平成２

４年度の実績で６５件と出ていますが，今年度はいかがですか。 

事務局     今年度につきましても，同じような傾向にございますけれども，ま

だ６０件までは至っておりません。この後，１２月の補正等で若干の

補正をするということで考えておりますが，今のところ奨励金を受け

取る方々に対しては，その都度対応しているというような状況でござ

います。 

平澤委員長   ちなみに奨励金ですけれども，全国大会と国際大会とあるようです

が，例えば全国大会に出場した子ども達にどのくらいあげているんで

すか。 

事務局     この奨励金でございますが，笠間市のスポーツ奨励金交付要綱に基

づきまして，交付をしてございます。個人で支出する場合と団体で支

出する場合に分けておりますが，個人の場合には全国大会１万円にな

ります。それから，団体の場合ですと１０万円を限度とするというよ

うな金額で支出をすることになります。 

平澤委員長   あとは表彰状もあげているのですか。 

事務局     その件につきましては，現在はスポーツ奨励金の金銭給付のみにな

っています。資料にもございますが，今回外部評価委員の皆様方から

も意見をいただきました。例えば，スポーツ奨励賞などの表彰状にそ

の奨励金を副賞として添えるということで，お金については二の次に

して，まず全国大会に行ったというようなことを称えてあげるという

ようなことから賞状を差し上げ，その副賞として金銭給付するという

ような考え方がいいだろうというようなご意見を評価委員の方々か

らいただきました。 

        スポーツ振興課では，平成２６年度当初予算に賞状の印刷代，それ

から賞状を入れる筒を予算化するよう要望させていただいていると

ころでございます。 

平澤委員長   確かにその方がいいかもしれないですね。それから，意見の中で市

民への意識付けということで，市報等に掲載するというのがあります

けれども，私も市報を見ていますが表彰を受けたことって確か載って

いますよね。 

事務局     全国大会に出た方々に対しては，なるべく市報で掲載をするように

私共の方でも意識を持っております。しかし，全部が全部載せられる

わけではなく，国体などで学校が代表になって，その中に笠間市民の

方が含められているという場合には学校名が前面に出てきてしまっ

たりするものですから漏れてしまう場合もございます。それにつきま

しては，意識を持って分かるようにし，そのために市報等でこういう

制度があるということを周知するというような作業が重要になるの

かと考えております。 
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小野瀬委員   公民館の外部評価の意見なのですが，同じ市立の施設である図書館

運営サービス事業に比べて，公民館は予算が潤沢であるというのは，

何故こうした意見が出てきたのですか。 

事務局     この前外部評価委員会で審議し，そのような意見をいただいたので

すが，一応公民館の事業費の中からは要望どおり予算がつきまして，

一方で図書館の方は非常勤職員を使っていて大変ではないかという

話がありました。公民館だけが予算を取っていて図書館が削られてし

まっているのではないかと言っていましたけれども，実際の事業等に

占める割合はそれぞれ教育委員会の部署において違うという説明を

したのですが，評価委員の方には私の説明が下手だったのかもしれま

せんがご理解いただけなかったのかもしれません。 

事務局     図書館の事業の人件費に占める割合と公民館における人件費の割合

は，事業の中身が違うということもありまして一概に同じというわけ

ではありません。公民館運営の中では，大きな事業がありまして，特

にそのあたりの金額が大きいものですから，公民館と図書館の予算に

大きな違いが出てきているのかなとは思います。このあたりの取り組

みについては，今後検討していきたいと思います。 

井上委員    原子力・エネルギー教育支援事業の内容に関してお聞きしたいので

すけれども，具体的にこれは何年か続けてやっていることですよね。 

事務局     そうです。平成１１年のJCO事故から続けているものです。各学校

がそれぞれ内容を決めて行っているのですが，実際この事業そのもの

は原子力というよりもエネルギー教育の方に力を入れています。その

ために理科の教材備品を買うのですが，去年は例えば風で発電する小

さなキットとか，あと事故が起きたときというものも想定して測定器

なども買いました。 

        JCO の臨界事故から県が力を入れており，原子力に理解を深めよう

ということで始まった事業であり，副読本なども作っています。ただ

この事業そのものは今でも実験キットを買ってエネルギー教育の方

に重点を置いています。 

井上委員    こういう時代ですし，できれば再生可能エネルギーに関することを

子ども達に少しでも伝えていけたらなとは思います。 

事務局     今年買ったものや去年買ったものもそうですが，水力・風力発電セ

ットとかそういった形式のものを主に買っております。 

井上委員    あと，ちょっと外れるかもしれませんが，たぶん市の方で行ってい

る緊急時の避難所になる拠点に助成を受けて太陽光が入っているの

ですか。 

事務局     そうですね。入っています。 

井上委員    例えば，そういう太陽光のようなものもうまく環境教育というか利

用できればいいのかなと思うのですが，今のところはまだそういった

取り組みはしていないですか。 
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事務局     これはあくまでも避難所の施設としての設置になっています。環境

教育として，太陽光パネルが設置されたのは平成１３年に大原小学校

でパネル設置をしています。大原小学校においては，最初から環境教

育を目標として設置されたものですので，そういった使い方をしてい

ますが，大原小学校以外では特に施設として設置されたものはござい

ませんので，今回避難所に設置された太陽光パネルも避難所の設備と

しての設置になります。ただ，太陽光についての指導はできるでしょ

うけれども，自然エネルギーのカリキュラム授業のときに，ここには

避難所があって，こうなっているというような教え方はできるかと思

いますが，大原小学校の施設のように細かな形で指導という形になっ

てくるとこの施設では難しいのかなと思います。 

井上委員    せっかく入った施設ですので，そういうことにも活用していけたら

いいなとは思いますので，ぜひよろしくお願いします。 

平澤委員長   それでは，採決に入りますが，原案のとおり可決することに異議ご

ざいませんでしょうか。 

各委員     （異議なしの声） 

平澤委員長   異議なしと認め，議案第３６号 平成２５年度笠間市教育委員会外

部評価報告書については，原案のとおり可決いたします。 

平澤委員長   議案第３７号 平成２５年第４回笠間市議会定例会提出議案に同意

することについてを上程し，事務局より説明を求めます。 

事務局     原案に基づいて説明をする。 

平澤委員長   これより質疑に入りますが，何かご質問等はございますか。 

井上委員    稲田中学校の耐震工事の後にまだ耐震工事等が残っている学校とい

うのはありますか。 

事務局     校舎を別にすると，残っているところは佐城小学校・箱田小学校・

岩間第一小学校・岩間第二小学校の体育館が４つ残っています。校舎

は今回の稲田中学校で終わりです。 

        この中で岩間第一小学校と佐城小学校は，本年度の事業で入ってお

ります。 

平澤委員長   それでは，採決に入りますが，原案のとおり可決することに異議ご

ざいませんでしょうか。 

各委員     （異議なしの声） 

平澤委員長   異議なしと認め，議案第３７号 平成２５年第４回笠間市議会定例

会提出議案に同意することについては，原案のとおり可決いたします。 

 

（５）その他     なし 

 

（６）閉会 

平澤委員長   午後３時１１分閉会を宣す。 
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８．議決事項 

  報告第１７号  専決処分の承認を求めることについて             承認 

  議案第３５号  笠間市英語指導助手就業規則について             可決 

  議案第３６号  平成２５年度笠間市教育委員会外部評価報告書について     可決 

  議案第３７号  平成２５年第４回笠間市議会定例会提出議案に同意すること 

        について                          可決 
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